



































による福音書 16章 9節）についてのアウグスティヌスの説教 ─ 初期キリスト教における富者と
貧者の構造 ─」（出村みや子訳），『東北学院大学論集　教会と神学』第 45号，2007年 11月，1-20
頁。











































記ホミリア』が 16，『民数記ホミリア』が 28，『ヨシュア記ホミリア』が 26，『士師記ホ
ミリア』が 9，『詩編ホミリア』が 9である。さらにヒエロニュムスによるラテン語訳は，『雅



















 5 オリゲネスの現存する説教についてMcGuckin, ed., The Westminster Handbook to Origen, Westmin-
ster John Knox Press, 2004, pp. 28-29を参照。
 6 ソクラテス『教会史』5.22.
 7 エウセビオス『教会史』VI, 19 ; 33 ; 37.






















を，キリスト教外のアレゴリー解釈との対比においてパウロのガラテヤ書 4 : 24の
ἀλληγορούμεναに基づいて確立する試みを行い，後代の聖書解釈に大きな影響を与えたの
である。『諸原理について』第 4巻 2章 6においてオリゲネスは以下のように彼の解釈の
方法を特徴づけている。
































































11 テクストは，L. Doutreleau, ed. and trans. Origène : Homélies sur la Genèse, SC, vol. 7bis, Paris, 1976. 






























































は，M.シモネッティ前掲書，104-105頁，および Alfons Fürst, Von Origenes und Hieronymus zu Augu-










































































































ての人に及んだ。すべての人が罪を犯したからです」（ロマ 5 : 12）。すべての人は，その
一人だったのです。あなたが人間の死は罪からであると語っているのを，わたしが聞くの
はそういうことなのでしょうか。ある者は，いいえ，と言います。では，あなたは何を語っ
ているのでしょうか。神はすべての人間が現に不死であるように造るのです。なんと驚く
べき斬新な考えだろうか，なんと言ったのでしょうか。その者は，もちろん，すべての人
間を神は不死なるものとして作るのです，と言います。それではなぜ乳児は死ぬのでしょ
うか。つまり，もしもわたしが，なぜ大人たちは死ぬのでしょうか，と言えば，その者は，
罪を犯したからです，と言うことでしょう。したがって，より年嵩の者たちについては，
わたしは議論することはしません。あなたに反対するため，わたしは乳児らを証人として
召喚するでしょう。かれらは話すことができず，あなたに有罪を宣告します。沈黙して，
わたしが言っていることを保証します。ごらんなさい，乳児は明らかにその働きにおいて
無罪であり，最初の人間から伝わったものより他には，自らには何も罪あるものを持って
いません。キリストの恩恵を必要とするのは，アダムにおいて死んだ者がキリストにおい
て生かされるためです」（上村直樹訳）。
アウグスティヌスはペラギウス派との論争を通じてキリスト教の中心的教えの「罪と恩
恵」の教義を確立し，その後の教会史において「恩恵の博士（doctor gratiae）」と呼ばれ
るようになった。しかし現代の視点から見ると，パウロの言葉から「罪の遺伝」の思想を
読み取ることができるかどうか，検討の必要があると思われる18。
まとめ
古代教会の説教におけるパウロの意義に焦点を当てながら，オリゲネスとアウグスティ
ヌスの説教を概観し，教会共同体の形成において説教がそれぞれの時代にどのような役割
を果たしていたかを比較検討した。説教はオリゲネスにとっては，ユダヤ教の会堂と未だ
未分化であった当時の教会の状況において，聖書をいかに理解するかという神学的課題で
18 ペラギウス論争について，金子晴勇『アウグスティヌスとその時代』知泉書館，2004年，226-
235頁，および荒井献・出村みや子・出村彰『総説　キリスト教史 1　原始・古代・中世篇』日本キ
リスト教団出版局，2007年，183-187頁を参照。
12
古代教会における説教　オリゲネスとアウグスティヌスを手掛かりに
̶ ̶31
あり，彼はパウロの範例に倣って霊的解釈を行う方法を確立した。オリゲネスの説教には，
聴衆に対してキリスト教に独自の聖書解釈法を伝えようとする聖書解釈者，教師としての
姿勢が反映されている。アウグスティヌスにおいても，マニ教の影響下にあった初期には
聖書解釈の問題は重要であり，彼はアンブロシウスの説教を通じて聖書の霊的解釈を知り，
回心に至った。その後ヒッポの司教として行った彼の説教には，当時の教会の置かれた具
体的な問題に指針を与えるためにパウロの言葉が引用されており，聖書解釈が司牧的目的
を有する説教において独自の発展を遂げたことがわかる。ここで取り上げた貧困やドナ
ティスト問題，ペラギウス派との論争はいずれも解決困難な問題であったが，アウグスティ
ヌスは説教を通じて当時の司教として会衆の指導のための極めて実践的な役割を果たそう
としていたことが確認されるのである。
